
『
水
俣
市
所
蔵
・
淇
水
文
庫
徳
富
蘇
峰
寄
贈
図
書
目
録
』の
作
成
経
緯
と
そ
の
意
義
―
―「
水
俣
町
の
精
神
的
方
面
の
燈
台
」復
元
を
期
し
て

七
一

『
水
俣
市
所
蔵
・
淇
水
文
庫
徳
富
蘇
峰
寄
贈
図
書
目
録
』
の�

�

作
成
経
緯
と
そ
の
意
義

―
―
「
水
俣
町
の
精
神
的
方
面
の
燈
台
」
復
元
を
期
し
て

田

中

智

子

二
〇
一
七
年
十
一
月
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
「
人
文
研
」）
は
、『
水
俣
市
所
蔵
・
淇
水
文
庫
徳
富
蘇
峰
寄
贈
図

書
目
録
』
を
刊
行
し
た
。
小
文
は
、
そ
の
経
緯
と
目
録
の
内
容
を
紹
介
し
、
本
事
業
の
意
義
を
考
え
、
今
後
の
徳
富
蘇
峰
研
究
の
一

助
と
す
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ　

目
録
作
成
の
経
緯

同
志
社
大
学
が
新
島
八
重
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
二
〇
一
三
年
は
、
徳
富
蘇
峰
生
誕
か
ら
百
五
十
年
目
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
三
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
第
二
研
究
「
同
志
社
社
史
研
究
」
は
、
蘇
峰
生
育
の
地
、

熊
本
県
熊
本
市
お
よ
び
水
俣
市
に
お
け
る
関
連
史
料
・
史
跡
の
調
査
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
、
研
究
代
表
者
を
務
め
る
森
靖
夫
同
志

社
大
学
法
学
部
助
教
（
当
時
）、
研
究
会
員
の
伊
藤
彌
彦
名
誉
教
授
（
元
セ
ン
タ
ー
長
）、
お
よ
び
人
文
研
専
任
研
究
員
の
田
中
智
子

助
教
（
当
時
）
の
三
名
で
あ
っ
た
（
以
下
、
関
係
者
に
つ
い
て
は
敬
称
略
）。
突
然
の
訪
問
な
が
ら
、
水
俣
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
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書
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作
成
経
緯
と
そ
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意
義
―
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水
俣
町
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精
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燈
台
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期
し
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七
二

関
連
施
設
や
市
内
各
所
の
懇
切
極
ま
り
な
い
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
が
、
一
番
の
収
穫
は
、
水
俣
市
立
図
書
館
書
庫
内
に
、
蘇
峰
や

そ
の
遺
族
に
よ
る
大
量
の
寄
贈
図
書（
以
下「
蘇
峰
寄
蔵
図
書
」）が
未
整
理
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
点
で
あ
っ

た
。同

年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、「
同
志
社
社
史
研
究
」
は
研
究
期
間
の
終
了
を
迎
え
た
。
年
度
が
替
わ
り
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
は
、

人
文
研
第
一
八
期
第
一
研
究
「
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
」（
代
表
・
神
学
部
原
誠
教
授
、
研
究
期
間
：
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
）
が
、

こ
の
案
件
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。
市
立
図
書
館
書
庫
内
の
「
蘇
峰
寄
蔵
図
書
」
の
目
録
化
の
必
要
性
は
共
通
の
理
解
と
な
っ
た

が
、
研
究
会
が
現
地
で
の
作
業
を
長
期
間
継
続
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
図
書
館
が

作
成
し
た
寄
贈
書
簿
（
図
書
原
簿
）
を
借
り
出
し
、
同
志
社
大
学
に
お
い
て
入
力
作
業
を
進
め
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
目
録
化

に
と
り
か
か
る
こ
と
と
し
た
。
本
作
業
は
、
主
に
社
会
学
研
究
科
大
学
院
生
の
林
潔
が
行
っ
た
。
林
は
二
〇
一
五
年
度
よ
り
人
文
研

「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」（
略
称
「
Ｃ
Ｓ
」）
系
研
究
会
の
研
究
補
助
者
と
な
り
、
目
録
刊
行
に
至
る
ま
で
の
諸
作
業
に
一
貫

し
て
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
一
四
年
度
よ
り
、
上
記
入
力
作
業
の
結
果
を
図
書
館
所
蔵
の
原
本
と
照
合
し
、
所
在
を
確
か
め
る
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

し
た
。
長
期
に
わ
た
る
現
地
で
の
作
業
の
必
要
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
人
文
研
（
同
志
社
大
学
）
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
水
俣

市
教
育
委
員
会
側
で
ア
ル
バ
イ
ト
要
員
を
雇
用
、
業
務
遂
行
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
次
年
度
ま
で
継
続
し

て
行
わ
れ
た
。

同
作
業
が
完
了
し
、
研
究
会
期
の
終
了
を
控
え
た
二
〇
一
六
年
一
月
五
日
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
田
中
は
先
述
の
伊
藤
、
林
、
ま

た
林
と
同
じ
く
Ｃ
Ｓ
系
研
究
会
研
究
補
助
者
の
大
学
院
生
遠
藤
浩
（
神
学
研
究
科
）
の
三
名
と
市
立
図
書
館
を
再
訪
し
て
現
状
を
再

調
査
し
、
以
後
の
方
策
に
つ
い
て
市
教
育
委
員
会
と
も
あ
ら
た
め
て
相
談
し
た
。
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台
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七
三

そ
の
上
で
、
目
録
化
に
向
け
て
の
最
終
作
業
を
進
め
、
二
〇
一
六
年
度
以
降
は
、
第
一
九
期
第
一
研
究
「
キ
リ
ス
ト
教
と
日
米
地

域
社
会
の
形
成
」（
代
表
・
神
学
部
原
誠
教
授
。
二
〇
一
六
年
十
月
よ
り
代
表
・
社
会
学
部
吉
田
亮
教
授
）
の
下
に
位
置
づ
け
、
こ

の
た
び
『
水
俣
市
所
蔵
・
淇
水
文
庫
徳
富
蘇
峰
寄
贈
図
書
目
録
』
の
完
成
を
み
る
に
至
っ
た
。

目
録
の
「
公
刊
」
に
際
し
て
は
、
同
志
社
ゆ
か
り
の
蘇
峰
研
究
に
対
す
る
多
大
な
貢
献
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

蘇
峰
自
身
の
寄
贈
書
の
デ
ー
タ
化
で
あ
る
と
い
う
事
業
の
性
質
に
鑑
み
、
是
非
と
も
徳
富
基
金
（
事
務
局
・
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）
の
助
成
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
、
人
文
研
よ
り
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
七
年
七
月
三
十
一
日
に
承
認
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

Ⅱ　

目
録
の
特
徴

水
俣
市
は
、
市
立
図
書
館
の
ほ
か
に
、
蘇
峰
・
蘆
花
生
家
（
市
文
化
財
）
や
市
立
蘇
峰
記
念
館
と
い
っ
た
施
設
を
運
営
し
、
蘇
峰

研
究
の
た
め
の
資
料
所
蔵
機
関
と
し
て
は
、
図
書
館
よ
り
も
む
し
ろ
蘇
峰
記
念
館
の
方
が
有
名
で
あ
り
、
活
用
も
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
蘇
峰
や
遺
族
が
寄
贈
し
た
大
量
の
図
書
が
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
、
研
究
者
の
間
で
も
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

現
在
の
市
立
図
書
館
は
一
九
八
二
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
水
俣
の
公
立
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
施

設
が
、
現
在
の
市
立
蘇
峰
記
念
館
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
に
開
館
し
て
以
来
、
水
俣
の
公
立
図
書
館
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
「
淇
水
文
庫
」
が
、
あ
た
ら
し
い
市
立
図
書
館
の
建
設
に
伴
い
、「
蘇
峰
記
念
館
」
と
称
す
る
資
料
館
的
組
織

へ
と
模
様
替
え
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
蘇
峰
・
蘆
花
関
連
資
料
の
所
蔵
・
展
示
・
公
開
機
関
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。



『
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俣
市
所
蔵
・
淇
水
文
庫
徳
富
蘇
峰
寄
贈
図
書
目
録
』の
作
成
経
緯
と
そ
の
意
義
―
―「
水
俣
町
の
精
神
的
方
面
の
燈
台
」復
元
を
期
し
て

七
四

今
回
作
成
し
た
の
は
、
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
蘇
峰
寄
贈
図
書
」
を
中
心
と
す
る
目
録
で
あ
る
が
、
こ
の
図
書
群
を
総
合
的

に
把
握
す
べ
く
、
蘇
峰
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
（
す
な
わ
ち
元
淇
水
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
ま
ま
の
）
寄
贈
図
書
も
含
め
た
。
ま
た
、

現
在
行
方
が
知
れ
な
い
、
あ
る
い
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
た
「
蘇
峰
寄
贈
図
書
」
も
目
録
化
し
た
。
現
実
の
所
在
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
蘇
峰
が
ど
の
よ
う
な
図
書
を
所
蔵
し
寄
贈
し
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
本

目
録
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
蘇
峰
寄
贈
図
書
」
と
し
て
把
握
で
き
た
の
は
、
約
八
三
〇
〇
件
で
あ
る
（
シ
リ
ー
ズ
複
数
冊
を
ま
と
め
て
換
算
し
た
場
合
も
あ

る
の
で
、「
件
数
」
で
示
し
た
）。
図
書
館
が
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
蔵
書
登
録
し
て
い
る
の
が
約
一
八
〇
〇
件
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
非
登
録
な
が

ら
図
書
館
書
庫
内
に
保
管
さ
れ
る
の
が
約
三
四
七
〇
件
、
蘇
峰
記
念
館
が
所
蔵
す
る
の
が
約
三
九
〇
件
、
現
存
不
明
（
一
部
は
「
廃

棄
図
書
簿
」
に
よ
っ
て
廃
棄
を
確
認
）
が
二
六
六
〇
件
、
と
い
っ
た
内
訳
で
あ
る
。

か
つ
て
大
規
模
な
廃
棄
が
行
わ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
新
図
書
館
の
設
置
に
伴
う
蔵
書
移
動
の
際
に
、
何
ら
か
の

基
準
に
よ
っ
て
選
別
・
廃
棄
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
後
述
す
る
淇
水
文
庫
の
理
念
に
照
ら
せ
ば
残
念
な
こ
と

で
あ
る
が
、
図
書
館
に
は
図
書
館
な
り
の
事
情
や
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
後
、「
蘇
峰
寄
贈
図
書
」
の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

何
ら
か
の
選
別
が
必
要
と
な
っ
た
際
の
判
断
材
料
と
す
る
た
め
に
も
、
今
回
の
目
録
作
成
は
意
味
の
あ
る
事
業
と
考
え
る
。

寄
贈
図
書
は
和
書
が
基
本
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
は
辞
典
・
政
治
・
宗
教
・
歴
史
・
文
学
・
評
伝
・
児
童
書
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
れ
ば
、
蘇
峰
の
目
指
し
た
郷
里
水
俣
の
た
め
の
一
般
図
書
館
像
が
見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
省
庁

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
か
な
ら
ず
し
も
図
書
と
は
い
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
中
に
は
、
今
日
手
に
入
り
に
く
い
貴
重
な
文
献

も
あ
る
と
容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
見
極
め
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
目
録
利
用
者
の
眼
力
に
委
ね
た
い
。

蘇
峰
研
究
と
い
う
視
点
を
超
え
、
利
用
価
値
の
高
い
図
書
が
種
々
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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』の
作
成
経
緯
と
そ
の
意
義
―
―「
水
俣
町
の
精
神
的
方
面
の
燈
台
」復
元
を
期
し
て

七
五

な
お
水
俣
市
は
二
〇
〇
五
年
、市
立
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
資
料
全
体
を
対
象
に
、「
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
資
料
目
録
」と
題
す
る
フ
ァ

イ
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
目
録
は
、
蘇
峰
の
寄
贈
図
書
以
外
の
図
書
や
、
書
簡
・
書
類
、
新
聞
、
写
真
、
書
画
、
扁
額
な
ど
、

多
様
な
史
料
を
混
載
し
た
形
で
作
成
さ
れ
、
蘇
峰
記
念
館
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
対
す
る
に
今
回
の
目
録
は
、
一
九
二
九
年
以

来
一
九
七
〇
年
に
至
る
ま
で
、
蘇
峰
と
そ
の
遺
族
が
、
淇
水
文
庫
の
充
実
を
期
し
て
寄
贈
し
た
書
籍
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
蘇
峰
記
念
館
に
別
途
寄
贈
さ
れ
た
、
蘇
峰
・
蘆
花
自
身
が
作
成
し
た
り
使
用
し
た
り
し
た
史
料
（
例
え
ば
有
名
な
大
江
義

塾
関
係
史
料
な
ど
）
は
範
疇
外
に
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
資
料
目
録
」
に
譲
る
と
こ
ろ
と
な

る
。

Ⅲ
「
淇
水
文
庫
」
を
め
ぐ
っ
て

1
．
沿
革

時
間
軸
と
し
て
は
順
序
が
逆
と
な
っ
た
が
、
続
い
て
、
一
九
二
九
年
に
発
足
し
た
「
淇
水
文
庫
」
そ
の
も
の
の
設
立
経
緯
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。

二
〇
一
六
年
一
月
に
実
施
し
た
第
二
回
現
地
調
査
の
折
、
市
立
図
書
館
書
庫
に
排
架
さ
れ
る
一
〇
冊
ほ
ど
の
『
図
書
館
日
誌
』
の

横
に
、『
重
1
』『
重
2
』『
重
3
』
と
の
み
背
表
紙
に
記
さ
れ
た
製
本
書
類
三
冊
を
発
見
し
た
（「
重
」
は
「
重
要
」
の
意
味
か
）。

こ
の
う
ち
『
重
2
』
に
は
、「
昭
和
五
年
三
月
―
昭
和
二
十
八
年
」
と
の
付
記
が
あ
り
、
水
俣
町
立
淇
水
文
庫
が
発
行
す
る
「
水
俣

町
立
淇
水
文
庫
経
営
の
実
際
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小
冊
子
数
年
分
が
綴
じ
込
ま
れ
、
淇
水
文
庫
の
成
立
過
程
や
運
用
実
態
、
特
質
に

つ
い
て
、
有
用
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
九
三
四
年
十
月
三
十
日
発
行
の
冊
子
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
淇
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水
文
庫
開
館
式
に
お
け
る
徳
富
蘇
峰
の
挨
拶
文
で
あ
る
。
貴
重
な
記
録
で
あ
る
た
め
、
本
稿
末
尾
に
全
文
を
収
録
し
た
。

こ
の
演
説
記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
、
水
俣
に
お
け
る
図
書
館
創
設
計
画
の
発
端
は
、
一
九
二
二
年
五
月
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る（

（
（

。
蘇

峰
は
水
俣
に
住
む
従
弟
の
徳
永
正
に
、
父
の
号
・
淇
水
を
冠
し
た
図
書
館
を
建
設
し
、
後
進
子
弟
に
就
学
の
途
を
開
き
た
い
と
の
希

望
を
告
げ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
八
年
一
月
、
水
俣
町
が
昭
和
天
皇
御
大
典
紀
念
と
し
て
こ
の
図
書
館
を
建
設
し
、
町
と
し
て
経
営
す

る
な
ら
ば
、
一
万
円
を
寄
附
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
徳
永
は
こ
れ
を
水
俣
町
に
諮
る
と
と
も
に
、
水
俣
小
学
校
に
町
内

有
志
を
集
め
て
意
見
を
聴
取
し
た
。
多
数
参
集
し
た
有
志
は
こ
の
計
画
に
賛
同
し
、
名
称
を
「
淇
水
文
庫
」
と
す
る
こ
と
、
建
設
会

を
組
織
す
る
こ
と
、
広
く
寄
附
を
募
る
こ
と
の
三
点
を
決
議
し
、
建
設
委
員
二
十
五
名
を
選
出
し
た
。
一
方
水
俣
町
も
、
淇
水
文
庫

を
町
営
と
す
る
こ
と
に
決
し
、
敷
地
代
二
千
円
を
計
上
し
た
。

一
九
二
九
年
一
月
に
起
工
し
、
蘇
峰
を
招
い
て
の
開
館
式
を
経
て
、
十
月
に
竣
工
を
み
た
建
物
は
、
現
在
も
蘇
峰
記
念
館
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月
か
ら
の
準
備
期
間
を
経
て
、
翌
年
三
月
二
十
一
日
、
一
般
の
閲
覧
が
開
始
さ
れ
た
。
図
書
の
携
出
が

可
能
と
な
っ
た
の
は
一
九
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
で
、
同
二
十
八
日
よ
り
熊
本
県
立
図
書
館
巡
回
書
庫
の
回
付
も
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
三
四
年
二
月
二
十
一
日
に
は
、
文
部
省
か
ら
奨
励
金
百
円
を
得
た
。

2
．
理
念
と
実
際

淇
水
文
庫
の
使
命
は
、
以
下
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
た（

（
（

。

一
、
普
通
文
庫
と
し
て
は
、
児
童
男
女
青
年
其
の
他
一
般
人
の
公
益
を
謀
る
。

二
、
特
殊
文
庫
と
し
て
は
、
肥
後
に
関
す
る
凡
有
る
文
献
を
蒐
集
供
給
す
る
と
共
に
、
徳
富
家
の
諸
記
録
、
之
に
関
す
る
も
の
、

蘇
峰
蘆
花
先
生
の
著
書
等
を
、
特
殊
研
究
者
・
調
査
者
に
資
料
と
し
て
供
給
す
る
。
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続
い
て
文
庫
の
経
営
方
針
と
し
て
は
、
次
の
五
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
創
立
者
の
志
旨
を
遵
守
し
、
其
の
徹
底
を
努
む
。

二
、
所
在
地
有
志
者
と
協
戮
し
、
恒
に
其
の
同
情
と
賛
翼
と
を
文
庫
経
営
の
上
に
錘
む
る
こ
と
を
先
務
と
す
る
。

三
、
普
通
文
庫
・
特
殊
文
庫
、
両
様
の
目
的
に
副
ふ
べ
く
、
一
般
観
覧
者
・
特
殊
観
覧
者
を
吸
引
す
る
こ
と
を
須
臾
し
忘
却
せ

ず
、
そ
の
為
め
に
全
身
全
力
を
つ
く
す
。

四
、
書
籍
を
愛
護
し
特
に
別
格
取
扱
の
文
書
、
書
籍
、
什
物
は
之
を
宝
重
し
、
決
し
て
粗
略
放
漫
に
せ
ず
。

五
、
一
切
の
事
務
誠
意
と
新
設
と
を
以
つ
て
経
緯
と
し
地
方
文
化
教
化
の
中
心
た
ら
し
む
る
を
以
つ
て
其
の
本
旨
と
し
之
が
為

め
に
は
凡
有
る
犠
牲
を
払
ふ
も
辞
せ
ず
。

淇
水
文
庫
の
蔵
書
は
、
新
刊
図
書
と
寄
贈
図
書
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
選
択
に
深
甚
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
、「
選
択
者
の
心
得
」
と
し
て
、「
自
我
的
で
あ
つ
た
り
、
環
境
に
捉
は
れ
た
り
、
時
代
思
潮
に
影
響
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
や
う
、
中
正
公
平
の
態
度
を
持
す
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
蘇
峰
が
一
九
三
二
年
ま
で
に
約
三

八
〇
〇
冊
の
寄
附
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
満
鉄
な
ど
か
ら
も
多
く
の
寄
附
が
あ
り
、
新
聞
雑
誌
の
寄
贈
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
淇
水
文
庫
と
は
、
蘇
峰
だ
け
で
は
な
く
、
広
範
囲
か
ら
の
寄
贈
図
書
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
図
書
館
で
あ
っ

た
。
寄
贈
図
書
に
つ
い
て
は
、「
丁
寧
に
取
扱
ふ
。
よ
く
活
用
を
は
か
り
寄
贈
者
の
好
意
を
永
く
伝
へ
る
や
う
努
力
す
る
」
と
記
さ

れ
る
と
と
も
に
、
寄
贈
を
受
け
る
際
、「
図
書
の
選
択
は
文
庫
に
お
く
」
と
さ
れ
た
。

一
九
三
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
水
俣
町
の
世
帯
数
は
五
三
五
九
、
人
口
は
二
七
六
九
三
人
（
男
性
一
三
七
四
九
人
、
女
性

一
三
九
四
四
人
）
で
あ
る（

（
（

。
一
九
三
一
年
の
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
淇
水
文
庫
の
総
利
用
者
数
（「
庫
外

日
日
借
覧
人
員
」）
は
、
計
二
九
五
五
八
名
で
あ
る
（
う
ち
男
性
が
二
四
三
〇
五
名
）。
水
俣
市
の
総
人
口
を
し
の
ぐ
延
人
数
の
利
用
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が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
、
水
俣
の
図
書
館
文
化
と
は
圧
倒
的
に
男
性
の
も
の
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
事
実
も

浮
か
び
上
が
る
。

ち
な
み
に
、
一
九
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
先
述
の
小
冊
子
に
収
載
さ
れ
た
、
町
内
に
お
け
る
新
聞
雑
誌
購
読
状
況
の
調
査
に
よ
る

と
、
新
聞
は
三
〇
二
五
名
の
購
読
者
数
が
あ
り
（
う
ち
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
が
最
多
で
一
二
五
四
名
）、
世
帯
数
比
で
約
五
六
％
の

購
読
率
と
な
る
。

3
．
蘇
峰
に
と
っ
て
の
書
籍
―
―
「
天
下
の
公
宝
、
す
べ
か
ら
く
愛
護
せ
よ
」

蘇
峰
は
淇
水
文
庫
開
設
の
一
九
二
九
年
、
道
楽
と
い
う
ほ
ど
の
道
楽
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
相
手
が
要
ら
ず
独
り
自
ら
楽
し
め

る
も
の
と
し
て
、
散
歩
と
と
も
に
「
読
書
」
が
自
分
の
道
楽
で
あ
る
と
明
か
し
た（

（
（

。

そ
し
て
彼
は
、「
こ
れ
迄
書
籍
を
他
に
寄
贈
し
、
若
く
は
書
肆
と
交
換
し
た
る
こ
と
は
あ
つ
た
が
、〔
筆
者
注
：
東
京
に
移
住
し
た
〕

明
治
二
十
年
以
来
未
だ
蔵
書
を
売
払
つ
た
る
記
憶
が
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
本
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、「
書
籍
は
兎
角
遠
心
力

が
勝
つ
て
ゐ
る
。
何
か
の
機
会
さ
へ
あ
れ
ば
飛
出
し
、
飛
去
る
傾
き
が
あ
る
。
さ
れ
ば
「
子
孫
永
保
」
と
か
、「
こ
れ
を
販
売
す
る

の
は
不
孝
で
あ
る
」
と
か
、
種
々
訓
辞
め
き
た
る
印
を
捺
し
て
置
く
の
は
、
書
籍
本
来
の
性
質
に
反
対
す
る
も
の
だ
」
と
、
独
自
の

書
籍
観
を
披
露
し
た（

（
（

。

蘇
峰
は
、
こ
れ
は
と
思
っ
た
書
籍
に
は
「
天
下
之
公
寶
須
愛
護
」（
天
下
の
公
宝
、
す
べ
か
ら
く
愛
護
せ
よ
）
と
の
印
を
押
し
た

と
い
う
。「
何
人
に
せ
よ
、
こ
の
書
籍
を
所
持
す
る
者
は
、
寧
ろ
預
り
主
と
心
得
、
そ
れ
を
大
切
に
取
扱
ふ
と
い
ふ
こ
と
だ
。
詰
り

予
の
見
解
が
間
違
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
書
籍
は
一
人
一
個
の
所
有
で
無
く
、
天
下
の
公
寶
で
、
こ
れ
を
愛
す
る
者
の
手
か
ら
手
へ
渡

る
べ
き
が
当
然
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
蘇
峰
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
書
物
を
公
共
財
と
捉
え
る
見
方
が
あ
ら
わ
れ
て
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お
り
、
蘇
峰
が
多
数
の
書
籍
を
淇
水
文
庫
に
寄
附
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
く
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る（

（
（

。

む
す
び
に
か
え
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
思
想
家
・
文
筆
家
・
歴
史
家
・
評
論
家
・
経
営
者
等
々
、
多
彩
な
肩
書
き
を
有
す
る
蘇
峰
で
あ
る
が
、
淇
水

文
庫
創
設
事
業
が
語
る
の
は
、
彼
の
社
会
事
業
家
と
し
て
の
横
顔
で
あ
る
。

蘇
峰
に
即
し
て
み
た
場
合
の
「
社
会
事
業
家
」
は
、「
啓
蒙
家
」
と
の
重
な
り
を
有
す
る
概
念
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
啓
蒙
家
の
戦

間
期
的
形
態
」
で
あ
ろ
う
。
郷
里
水
俣
で
の
図
書
館
建
設
構
想
は
、
明
治
啓
蒙
家
で
あ
っ
た
蘇
峰
が
、
大
正
期
に
及
ん
で
着
想
す
る

に
至
っ
た
社
会
事
業
で
あ
っ
た
。
書
物
を
愛
し
て
や
ま
な
い
蘇
峰
が
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
の
読
書
や
書
籍
の
意
義
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
か
、
彼
の
郷
土
観
・
水
俣
観
が
そ
こ
に
ど
の
よ
う
に
か
ら
む
の
か
、
今
後
の
追
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
「
天
下
之
公
寶
須
愛
護
」
の
押
印
が
あ
る
書
籍
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
み
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
郷
土
研
究
者
・
徳
富
家
研
究
者
を
利
用
者
と
し
て
想
定
し
た
特
殊
文
庫
が
設
置
さ
れ
た
点
は
、
そ
も
そ
も
こ

の
図
書
館
が
、
郷
土
資
料
館
的
な
機
能
も
合
わ
せ
も
っ
て
発
足
し
た
こ
と
を
示
し
、
図
書
館
史
の
方
面
に
お
い
て
も
、
興
味
深
い
事

例
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
目
録
は
、「
蘇
峰
寄
贈
図
書
」
の
存
在
に
気
づ
い
た
最
初
の
水
俣
訪
問
か
ら
四
年
半
を
か
け
て
完
成
を
み
た
。
そ
の
間
、

水
俣
に
所
蔵
さ
れ
る
図
書
の
目
録
を
京
都
に
お
い
て
作
成
す
る
、
と
い
う
地
理
的
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
特
に
二
つ
の
あ
た

ら
し
い
試
み
を
な
し
た
。
ま
ず
は
、
現
物
か
ら
で
は
な
く
、
図
書
原
簿
を
利
用
し
て
基
礎
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
京
都
で
の
作
業
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
、
現
在
所
在
が
確
認
で
き
な
い
寄
贈
図
書
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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八
〇

次
に
、
同
志
社
側
の
フ
ァ
ン
ド
を
用
い
、
水
俣
市
に
現
地
で
の
人
材
確
保
と
業
務
遂
行
を
委
託
す
る
と
い
う
協
同
作
業
形
態
を
考
案

し
た
。
水
俣
市
側
の
理
解
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
工
夫
が
着
想
に
終
わ
ら
ず
、
現
実
に
行
い
得
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

水
俣
市
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
同
志
社
内
の
各
組
織
間
に
お
い
て
も
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
円
滑
に
、

か
つ
気
持
ち
よ
く
本
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
業
務
委
託
方
式
は
、
史
料
を
め
ぐ
る
今
後
の
諸
事
業
に
応
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

目
録
は
、
同
志
社
大
学
の
人
文
研
や
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に
備
え
付
け
た
ほ
か
、
全
国
の
諸
大
学
に
配
布
し
た
。
筆
者

の
関
心
は
「
社
会
事
業
家
・
蘇
峰
」
に
集
中
し
た
が
、
本
目
録
が
蘇
峰
研
究
全
般
に
、
さ
ら
に
は
日
本
近
代
史
方
面
の
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

〈
史
料
〉

「
淇
水
文
庫
開
会
式
に
於
け
る
蘇
峰
先
生
挨
拶　

昭
和
四
年
五
月
二
十
六
日
」

本
日
は
私
の
父
淇
水
の
十
七
回
忌
で
あ
り
ま
し
て
、
大
正
三
年
の
こ
の
忌
日
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
父
の
名
を

冠
す
る
文
庫
の
開
館
式
に
参
列
す
る
こ
と
は
、
最
も
感
慨
深
き
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
偏
に
皆
様
方
の
御
力
に
よ
る
わ
け
で
、
有

難
い
次
第
で
御
座
い
ま
す
。
本
日
は
各
地
か
ら
ま
で
御
光
臨
下
さ
い
ま
し
て
、
地
下
の
私
の
父
も
感
激
に
堪
え
な
い
事
で
あ
ら
う
と

思
ひ
ま
す
。
丁
度
私
が
大
正
十
一
年
の
五
月
、
其
の
時
の
町
長
深
水
頼
資
及
び
従
弟
の
徳
永
正
に
図
書
館
建
設
の
話
を
し
て
金
を
少

し
残
し
て
置
い
た
。
其
後
御
当
地
の
事
情
も
あ
り
ま
し
た
所
、
昨
年
御
大
典
を
考
へ
、
私
も
年
を
取
り
ま
し
た
の
で
父
の
志
が
空
し

く
な
り
ま
せ
ぬ
か
と
考
へ
て
、
こ
の
書
籍
館
の
建
設
の
運
び
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
、
御
当
地
皆
様
方
の
御
同
情
と
公
共
心

厚
く
あ
ら
れ
る
為
に
本
日
の
喜
び
を
見
る
事
と
な
り
ま
し
た
と
云
ふ
の
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
本
望
で
あ
り
ま
す
。
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な
ぜ
に
書
籍
館
の
必
要
が
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
学
校
は
決
ま
つ
た
学
課
を
教
へ
、
書
籍
館
は
学
校
以
外
の
学
校
と
云
ふ
こ
と
が
出

来
る
。
水
俣
が
古
来
如
何
な
る
土
地
で
あ
っ
た
か
は
、
私
よ
り
今
更
に
喋
々
と
申
す
ま
で
も
な
く
、
肥
薩
の
国
境
の
一
漁
村
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
血
脈
の
動
く
大
動
脈
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
一
千
数
百
年
前
よ
り
、
国
史
の
上
に
流
れ
て
ゐ

て
、
昨
日
今
日
出
来
た
土
地
で
な
い
。
少
く
も
千
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
俣
が
色
々
の
変
化
が
あ

つ
て
、
維
新
以
降
は
大
い
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
は
煙
突
が
林
立
し
て
ゐ
る
状
態
で
あ
り
ま
し
て
、
昨
日
牧
の
内

よ
り
見
ま
し
た
水
俣
は
、
大
阪
附
近
の
様
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
私
共
の
子
供
の
時
に
は
、
煙
突
と
云
へ
ば
塩
濱
の
塩
竈
の
煙
突
の

み
で
、
か
く
の
如
き
変
化
進
展
す
る
と
は
到
底
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
今
日
水
俣
町
に
書
籍
館
の
必
要
を
感
ず
る

の
は
、
水
俣
町
は
既
に
物
質
的
に
長
足
の
進
歩
を
な
し
た
。
し
か
し
単
に
物
質
的
の
進
歩
で
は
真
実
の
進
歩
と
は
云
へ
な
い
。
精
神

的
智
識
的
に
調
節
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
英
国
の
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
は
、
規
模
の
大
小
こ
そ
あ
れ
水
俣
町
の
様
な
工
業
都
市
で

あ
る
が
、
ラ
イ
ラ
ン
ド
婦
人
と
云
つ
て
金
持
の
後
家
さ
ん
が
ゐ
て
、
英
国
第
一
の
ス
ペ
ン
サ
ー
伯
の
書
籍
と
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
貴
書

と
を
買
受
け
、
こ
れ
を
市
に
寄
附
し
た
事
が
あ
る
。
市
民
が
こ
れ
に
よ
つ
て
受
く
る
利
益
は
、
蓋
し
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
水

俣
町
は
物
質
的
に
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
に
は
及
ば
な
い
が
、
淇
水
文
庫
は
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
に
並
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
。
こ

の
水
俣
町
の
淇
水
文
庫
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
、
学
校
外
の
学
校
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
々
が
考
へ
て
ゐ
る
通
り
、
一
般

普
通
の
人
々
に
開
放
す
る
こ
と
、
第
二
、
特
別
の
研
究
調
査
者
に
資
料
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
淇
水
文
庫
の
特
色
は
、

他
に
類
の
な
き
書
類
を
求
め
て
一
般
に
資
料
を
供
給
す
る
に
あ
る
。
水
俣
町
に
於
け
る
窒
素
会
社
の
如
く
、
世
界
と
云
は
れ
ざ
る
ま

で
も
な
く
日
本
国
中
に
知
ら
せ
度
い
。

水
俣
に
於
け
る
私
の
父
及
私
の
先
祖
に
就
て
申
上
げ
る
必
要
は
な
く
、
水
俣
で
は
第
一
深
水
家
と
云
ふ
の
が
あ
り
ま
し
て
、
私
共

の
徳
富
家
は
深
水
家
と
濃
厚
な
関
係
で
あ
り
ま
し
て
、
頼
寛
翁
は
父
と
非
常
な
交
誼
で
あ
り
ま
し
た
。
水
俣
吉
右
衛
門
と
云
ふ
者
が
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居
り
ま
し
た
が
、
深
水
喬
翁
の
名
は
私
の
祖
父
が
つ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
園
田
家
も
あ
り
ま
し
て
、
月
浦
翁
は
昌
平
黌
に
学
ば

れ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
名
家
が
あ
っ
て
、
今
日
の
水
俣
を
共
同
一
致
し
て
今
日
に
到
ら
し
め
た
水
俣
の
教
育
は
、
祖
先
の
太
多
七
が
初

め
て
学
校
を
興
し
た
の
に
起
り
ま
す
。
観
音
堂
前
に
居
ら
れ
た
坊
さ
ん
で
、
独
専
和
尚
と
い
ふ
人
が
若
干
の
尽
力
を
な
さ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
祖
先
は
極
め
て
微
小
な
る
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
水
俣
町
の
為
め
に
文
教
扶
植
に
努
力
し
た
効
果
が
あ
つ
た
と
思
ふ
。

私
の
父
の
事
を
申
上
げ
る
の
は
、
子
と
し
て
憚
り
ま
す
が
、
私
の
父
は
え
ら
い
と
か
豪
傑
と
か
云
ふ
こ
と
は
私
か
ら
は
見
出
し
ま
せ

ん
。
私
は
ま
だ
父
の
様
に
謙
遜
な
人
は
見
た
事
が
な
い
。
謙
遜
と
は
人
に
へ
つ
ら
う
と
か
云
ふ
様
な
意
味
で
無
く
、
心
か
ら
常
に
自

分
は
人
々
に
及
ば
な
い
と
考
へ
て
ゐ
た
事
で
あ
り
ま
し
て
、
熊
本
で
仕
官
し
て
奏
任
官
に
な
っ
た
事
が
あ
る
が
、
父
は
此
の
事
を
心

か
ら
謙
遜
し
て
、
何
卒
自
分
を
元
の
判
任
官
に
使
っ
て
下
さ
い
と
願
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
世
の
中
に
は
運
動
し
て
立
身
出
世
し
や

う
と
す
る
人
は
あ
る
が
、
位
を
落
し
て
使
つ
て
下
さ
い
、
と
云
ふ
人
は
珍
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
十
代
の
時
に
は
父
は
意
気
地

な
し
と
思
ふ
た
が
、
私
は
年
を
と
つ
て
父
に
及
ば
な
い
と
思
ひ
、
心
を
か
け
て
思
ふ
時
、
梯
子
を
か
け
て
上
つ
て
も
靴
の
紐
を
解
く

事
も
到
底
出
来
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
父
は
自
分
の
善
事
を
為
す
事
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
人
の
善
い
こ
と
を
喜
ぶ
事
を
最
上
と
し

て
ゐ
た
。
何
よ
り
の
土
産
よ
り
も
世
の
中
の
美
談
を
聞
く
事
を
楽
し
み
と
し
て
、
さ
う
し
て
九
十
三
歳
迄
永
生
き
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
死
ぬ
ま
で
精
神
向
上
の
念
を
忘
れ
ず
、
毎
日
〳
〵
克
明
に
新
聞
を
切
抜
い
て
心
を
正
し
て
ゐ
ま
し
た
。

衛
の
武
公
の
詩
に
あ
る
様
に
、
年
を
と
っ
て
も
向
上
の
心
を
失
は
な
い
と
云
ふ
所
に
心
掛
け
て
ゐ
ま
し
た
。
淇
水
の
号
は
、
そ
の

精
神
に
背
か
な
い
為
め
精
進
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
何
一
つ
世
の
中
に
秀
で
た
事
は
な
い
が
、
少
く
と
も
水
俣
が
生
ん
だ
一
人
の
善

人
、
若
く
は
偉
人
た
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
と
、
私
か
ら
申
上
げ
て
も
不
足
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
淇
水
文
庫
の
名
を
父
の
名
で

つ
け
た
の
は
有
難
く
、
父
も
本
望
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
父
は
情
の
深
い
方
で
、
寝
て
も
覚
め
て
も
水
俣
の
事
を
忘
れ
な
い
で
、

逗
子
が
水
俣
に
似
て
ゐ
る
と
云
ふ
動
機
か
ら
逗
子
に
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
芦
北
の
方
が
御
出
に
な
れ
ば
珍
客
と
し
て
待
遇
し
た
の
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で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
傍
か
ら
見
て
馬
鹿
馬
鹿
し
い
程
、
父
の
力
で
出
来
る
御
世
話
は
致
し
ま
し
た
。
父
の
希
望
を
云
つ
た
な
ら
ば
、

何
か
水
俣
に
し
た
い
が
心
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
父
の
墓
は
青
山
に
あ
り
ま
す
が
、
父
の
魂
は
、
恐
ら
く
恋
し
い
水
俣
に
あ
る
事

と
思
ひ
ま
す
。
父
の
志
を
輔
く
る
為
め
に
、
水
俣
に
御
尽
し
す
る
の
は
、
私
が
親
に
尽
す
孝
養
の
一
端
で
な
か
ら
う
か
と
思
ひ
ま
す
。

今
日
欠
げ
茶
碗
の
一
つ
が
十
万
両
二
十
万
両
す
る
時
に
、
少
許
り
の
金
を
贈
る
の
は
恥
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
私
の
父
は
、
常

に
天
下
の
為
め
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
教
へ
ま
し
た
が
、
金
儲
を
せ
よ
と
は
曾
て
云
つ
た
事
は
な
か
つ
た
。

〔
私
は
〕
十
九
の
歳
上
京
後
勉
強
し
た
が
、
金
儲
け
し
よ
う
と
思
ふ
て
勉
強
は
し
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
金
儲
が
悪
い
と
は

思
は
ぬ
。
只
私
と
し
て
は
、
国
家
に
尽
す
為
め
に
勉
強
し
ま
し
た
。
世
の
中
に
は
貧
乏
人
で
金
持
の
顔
を
し
金
持
で
貧
乏
人
の
顔
を

し
て
居
る
者
は
居
ま
す
が
、
私
は
持
た
ず
し
て
持
つ
た
よ
う
な
顔
は
致
し
ま
せ
ん
。

私
は
洋
服
細
民
で
一
種
の
労
働
者
で
あ
り
ま
す
。
稼
が
な
け
れ
ば
食
へ
な
い
。
稼
い
で
食
つ
て
ゐ
る
労
働
者
で
あ
り
ま
す
。
真
に

少
い
が
、
徳
富
が
あ
り
余
つ
た
金
で
な
い
と
だ
け
は
思
は
な
い
で
下
さ
い
。
此
の
金
は
雑
誌
社
よ
り
原
稿
料
の
前
借
で
あ
り
ま
し
て
、

懐
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
労
働
を
し
て
得
た
正
し
い
金
で
あ
る
。
又
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
金
で
あ
る
。
私
は
青
山
会
館
の
開
設
、

国
民
教
育
奨
励
会
等
身
分
不
相
応
な
仕
事
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
少
し
宛
し
か
つ
ぎ
た
し
が
出
来
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ぬ
が
、
御
努
め
し
よ
う
と
思
ふ
。
父
が
書
い
た
も
の
、
私
や
亡
弟
が
書
い
た
も
の
を
、
こ
の
書
籍
館
に
出
来
る
だ
け
供
託
し
た
い
。

そ
れ
が
水
俣
町
の
精
神
的
方
面
の
燈
台
と
な
ら
ば
望
外
の
幸
で
あ
る
。
ど
う
か
皆
様
が
此
の
館
を
利
用
し
て
下
さ
る
様
に
希
望
致
し

ま
す
。

本
日
は
、
定
め
し
私
の
父
も
地
下
で
喜
ん
で
ゐ
る
と
思
ひ
ま
す
。

（
翻
刻
注
：
原
文
を
尊
重
し
、
文
章
と
し
て
の
不
備
や
誤
字
は
極
力
修
正
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
〔　

〕
を
付
し
て
必
要
最
低
限
の
補
足
を
施
し

文
意
を
と
り
や
す
く
し
た
。
段
落
替
え
や
句
読
点
追
加
は
適
宜
行
い
、
旧
漢
字
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
な
お
、
本
史
料
は
、
伊
藤
彌
彦
氏
が
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作
成
さ
れ
て
い
た
翻
刻
草
稿
を
、
田
中
が
補
完
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
の
み
な
ら
ず
、
史
料
調
査
か
ら
本
稿
作
成
に
至
る
ま
で
、
伊
藤
氏
の
多

大
な
ご
協
力
を
得
た
。）

（
注
）

（
1
）
以
下
、
淇
水
文
庫
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
水
俣
町
立
淇
水
文
庫
が
ま
と
め
た
小
冊
子
『
水
俣
町
立
淇
水
文
庫
経
営
の
実
際
』
一
九
三
二
年
五
月
、
同

一
九
三
四
年
十
月
三
十
日
の
両
冊
に
よ
る
。

（
2
）
以
下
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、
注
1
の
両
冊
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
引
用
に
つ
い
て
は
、
旧
字
体
は
新
字
体
と
し
、
句
読
点
は
適
宜

付
し
た
。

（
3
）
水
俣
市
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
渕
上
佳
代
氏
か
ら
伊
藤
彌
彦
氏
が
教
示
を
受
け
た
も
の
。

（
4
）『
蘇
峰
叢
書
第
十
二
冊　

読
書
と
散
歩
』（
民
友
社
、
一
九
二
九
年
）
の
巻
頭
言
（
一
－
四
頁
）。

（
5
）「
書
籍
の
行
方
」（「
紙
魚
叢
話
」
の
う
ち
）（『
徳
富
蘇
峰
成
簣
堂
閑
記
』
書
物
展
望
社
、
一
九
三
三
年
、
七
－
一
一
頁
）。

（
6
）
東
京
に
出
て
き
て
以
来
、
書
籍
を
売
っ
た
こ
と
は
な
い
と
述
べ
た
蘇
峰
で
あ
る
が
、
一
九
四
〇
年
に
な
っ
て
、
お
茶
の
水
図
書
館
を
創
設
し
た
石
川

武
美
に
、
収
集
し
た
古
典
籍
や
古
文
書
約
十
万
冊
を
一
括
し
て
売
却
し
た
。
現
在
、
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
「
成
簣
堂
文
庫
」
の
名
で

公
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
奈
良
時
代
か
ら
幕
末
に
至
る
史
料
を
は
じ
め
、
中
国
・
朝
鮮
な
ど
の
書
籍
に
も
及
び
、
多
く
に
蘇
峰
自
身

の
手
に
よ
る
書
き
込
み
の
跡
が
あ
る
と
い
う
。
蘇
峰
の
書
籍
や
図
書
館
に
対
す
る
考
え
方
を
検
討
す
る
上
で
、
淇
水
文
庫
と
と
も
に
考
慮
に
入
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
図
書
館
で
あ
る
。
同
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ochato.or.jp/bunko.htm

l

、
二
〇
一
七
年
十
月
三
十

一
日
現
在
）
を
参
照
。


